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NEWS RELEASE
平成 20年 11月 26日

平威 20年度第 2四半期 (上半期)報告のお知らせ

フコクしんらい生命保険株式会社 (本社 :東京都港区白金台 3-2-10、 社長 :大嶋 邦男)の
平成 20年度第 2四半期 (上半期)の業績をお知 らせ します。

※資料中、「第 2四半期 (上半期)」 は「平成20年 4月 1日 ～平成20年 9月 30日」を、「第 2四半期
会計期間」は「7月 1日 ～9月 30日」を表しております。

主要業績の概況

1.業績の状況<個人保険分野 (個人保険と個人年金保険の合計)>
新契約高は、本年 4月 より富国生命保険相互会社から移管した金融機関窓販における保

険販売が好調に推移し、前年同期比 325.30/6の 611億 円と大幅に伸展いたしました。
保有契約高については、前年同期比 100.20/6の フ,715億 円となりました。
また、新契約年換算保険料は前年同期比 1, 400.6%の 37億円、保有契約年換算
保険料は前年同期比 124.1%の 154億円とそれぞれ大幅に伸展いたしました。

2.損益の状況

保険本業の期間収益を示す基礎利益は前年同期比 14.80/6の 138百万円、経常利益は
前年同期比 9.5%の 98百万円となりました。これは、富国生命保険相互会社の資本参加
以降の業務拡大に伴う要員増や、好調な金融機関窓販に伴う支払手数料の増加などにより、

事業費が大幅に増加したことが主な要因です。また、当期純利益は▲882百 万円となりま
した。

3.充分なソルベンシー 由マージン比率
保険金等の支払能力の状況を示すソルベンシー・マージン比率は、2,046.9%と
引き続き充分な水準を維持しています。

<お問い合わせ先>
フコクしんらい生命保険株式会社

〒108-0071東 京都港区白金台 3-2-10
経営企画部 企画グループ 長井 日大河 TEL 03-5789-6751(ダ イヤルイン)
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1.主要業績

(1)保有契約高及び新契約高
・保有契約高

区  分

平成 19年度
第 2四半期 (上半期)末

平成 20年度
第 2四半期 (上半期)末

件数

脈
金 額

脇
金 額

話引 %
1個 人 保 険 7,250 100 7 100 8 6,943

1個 人 年 金 保 険 156 6 160 8 772 171 5 175 5

個人保険十個人年金保険 98 8 7,700 109 8 110.4 7,715 100 2 102 5

団 体 保 険 5,283 4,207 97 7

区   分
平成 19年度

第 2四半期 (上半期)

1 前年同期比

平成 20年度
第 2四半期 (上半期)

1 前年同期比

解 約 ・ 失 効 契 約 高 84,7 374 102.3

解 約 ・ 失 効 率 ∠ゝ 0,81 0 35

(注)個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約の責任準備金を合計したものです。

。新契約高 (単位 :千件、億円、%)

平成 19年度

第 2四半期 (上半期 )

新 契 約 +転 換 に よ る純 増 加 新契約 転換による純増加

額

Ｆ
Ｉ

金

前年

同期比

1個 人 保 険 1 37 8 37.8

1個 人 年
金 保 険 0 4

個人保険 +個 人年金保険 2 86,7 37.0 37.0

団 体 保 険 4 104 1 1

平成 20年度
第 2四半期 (上半期 )

新 契 約 +転 換 に よる純 増 加 新契約 転換による純増加

1個
人 保 険 4 206.3 263 143 6 263 143.6

1個 人 年
金 保 険 9 8,502.6 7,951.2 7,951.2

個人保険 +個 人年金保険 673 0 325.3 325,3

団 体 保 険 4 4

平成 19年度

新 契 約 +転 換 に よ る純 増 加 新契約 転換による純増加

金 預

前年度比

1個 人 保 険 5

1個 人 年
金 保 険 23.3 23.3

個人保険 +個 人年金保険 53.0

団 体 保 険 65,3 47 65 3

(注 )1.件 数は、新契約に転換後契約を加えた数値です。
2 新契約・転換による純増加の個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資です。

(2)解約・失効契約高 (個人保険+個人年金保険)
・解約・失効契約高

(単位 :千件、億円、%)

平成 19年度末

T4 :数

前年度

末比

金 額

叩
7,085

95 6

7,525

4,306

(単位 :億円、%)

△ 1 41

(注 )1 失効後復活契約を失効と相殺せずに算出しています。
2 平成 19年度および平成 20年度の第 2四半期の解約・失効率は年換算しておりません。
3 解約・失効率の前年同期比には増減ポイントを記載しています。
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区   分

平成 19年度
第 2四半期 (上半期)末

個 人 保 険 10,072 98,2 10, 100.6 101.8

個 人 年 金 保 険 2,347 98.4 5,286 225,2 230.6

△
計 419 98.3 15,418 124.1 125,9

うち医療保障・

生前給付保障等
1,913 96.9 1,879 98.2 98,7

(3)年換算保険料
・保有契約

。新契約

区  分

平成 19年度
第 2四 半期 (上半期 )

臨

平成 20年度
第 2四半期 (上半期 )

|「写:`:号ヒ
個 人 保 険 249 36.3 ａ

∪
決
∪ 266.2

個 人 年 金 保 険 17 12.9 3,070 17,770.5

ハ
計 266 32,5 3,734 1,400.6

うち医療保障・

生前給付保障等
45 63.5 121.9

(4)主要収支項 目

区  分

平成 1

第 2四半期
年度

上半期)

平成 2

第 2四半期

0年度
(上半期 )

前年

同期比

前年

同期比

保 険 料 等 収 入 7,459 66.2 43,024 576.8

資 産 運 用 収 益 804 106.0 1,063 132.2

保 険 金 等 支 払 金 3,327 116.9 3,540 106.4

資 産 運 用 費 用 64 51.3 193 299.0

経  常  利  益 と,036 286.2 98

契約者配当準備金繰入額 65.4 206 91.6

当 期 純 利 益 487 360,8 ∠ゝ 882

(単位 :百万円、%)

49,3

17.2

646 44.4

85.3

(注)1.年 換算保険料とは、 1回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、 1年あたりの保
険料に換算した金額です (一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額)。
2,「医療保障・生前給付保障等」については、医療保障給付 (入院給付、手術給付等)、 生前給付保障給付 (特
定疾病給付、介護給付等)、 保険料払込免除給付 (障害を事由とするものは除く。特定疾病罹忠、介護等を
事由とするものを含む)等に該当する部分の年換算保険料を計上しています。

(単位 :百万円、%)

平成 1 9年度

前年度比

15,471 69,7

11657 109,2

7,374 104.5

86.8

2,055 205.5

557 76.3

554 163,0

(単位 :百万円、%)

9,952 96,9

2,292 95,4

12,245 96.6

1,903 97.6

(5)総資産

区  分

平成 19年度
第 2四 半期 (上半期)末

|「ξ:ζ:号ヒ
資 産総 79,702 111,9 119,504 149.9 145.9

(単位 :百万円、%)

平成 19年度末
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2.平 成 20年 度第 2四 半期 (上半期 )の一般勘定資産の運用状況

(1)運用環境

平成 20年度上半期は、景気先行きに不透明感が漂うなか米国発の金融不安克服がテーマとなり

ましたが、米大手証券の破綻をきっかけに世界的な金融不安が拡大しました。

かかる状況を反映して、国内株式市場においてはTOPIX、 日経平均ともに 9月 に安値をつけ

ました。年度始には信用不安が一旦後退し株価は上昇していましたが、 9月 中旬以降大幅に下落

し、上半期末日経平均は11, 000円 台で終了しました。

長期金利については、世界的なインフレ懸念や米利上げ観測の高まりから6月 中旬に 10年国債

利回りが 1.9%に 接近しましたが、その後景気減速から世界的に利下げ観測が台頭し金利は低

下、上半期末は 1.4%台 で終了しました。

円相場については、米金利先高観や米当局の強い ドル発言から8月 には 110円台まで円安 ドル

高が進行しましたが、 9月 の米大手証券破綻を受けて円買いの動きが強まり、上半期末は104

円台で終了しました。

(2)運用方針

資金の性格に鑑み、安全性を基本としつつ、長期、安定的な収益を確保できる資産構築を目指し、

国内公社債への投資を軸とした運用方針としました。

市場動向や負債特性を考慮し、外貨建資産については投資を控え、国内株式については若干の入

替えに止めました。

また、当年度より責任準備金対応債券による運用を開始しました。

金融環境の変化に対応し、効率的運用を行 うと同時に、資産の健全性を高めるよう努めておりま

す。           .

(3)運用実績の概況

平成 20年度上半期末の一般勘定資産 (総資産)は、前年度末から37, 606百 万円増加し、

119, 504百 万円となりました。主な内訳は公社債の 104, 984百 万円で、総資産構成

比 87.9%で あります。

資産運用収益は、利息及び配当金収入が908百万円、収益全体では 1,063百 万円となりま

した。一方、資産運用費用は 198百万円となり、資産運用収支は869百万円となりました。

含み損益 (時価と帳簿価額との差損益)は、1,010百 万円 (主な内訳は公社債 829百万円、

株式の242百万円)と なりました。

フコクしんらい生命保険株式会社



3.資産運用の実績 (一般勘定 )

(1)資産の構成

区 分

平成 19年度
第 2四半期 (上半期)末

平成 20年度
第 2四半期 (上半期)末

金  額 占 率 金  額 占 率
現 預 金 ・ コールローン 3,882 4.9 7,006

買 現 先 勘 定

債券貸借取引支払保証金

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

金 銭 の 信 託

有 価 証 券 129 90.5 108,464 90.8

公 社 債 67,471 84.7 104,984 87.9

株 式 2,794 一ｂ 2,033 1,7

外 国 証 券 497 0.6

公 社 債 497 0.6

株 式 等

そ の 他 の 証 券 1,365 1.7 1,312

貸 付 金 1,900 2.4 2,156 18

不 動 産 36 00

繰 廷 税 金 資 産 278 0.3

そ の 他 1,513 1,839

貸  倒  引  当  金 ど11 △ 0.0
△

計 79,702 100.0 119,504 100.0

|う ち 外 貨 建 資 産 1 0,0 1 00

区 分
平成 19年度

第 2四半期 (上半期)
平成 20年度

第 2四半期 (上半期)

現 預 金 ・ コールローン 4,040

中只 現 先 勘 定

債券貸借取引支払保証金

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

金 銭 の 信 託

有 価 証 券 2,482 33,914

公 社 債 2,332 34,070

株 式 167 ∠ゝ 80

外 国 証 券 △ 10 ∠ゝ 44

公 社 債 ∠ゝ 10 ∠ゝ 44

株 式 等

そ の 他 の 証 券 △ 6 ∠ゝ 30

貸 付 金 98

不 動 産 0

繰 延 税 金 資 産 ∠ゝ 481

そ の 他 ∠ゝ 92

貸  倒  引  当  金
△

計 2,654 37,606

|う ち 外 貨 建 資 産 1 1

(注 )「不動産Jについては土地 。建物・建設仮勘定を合計 した金額を計上 してお ります。

(注)「不動産Jについては土地・黛物・建設仮勘定を合計した金額を計上しております。

(2)資産の増減 (単位 :百万円)

(単位 :百万円、%)

平成 19年度末

金  額 占 率
2,966

74,549 91,0

914 86.6

2,114

0.2

つ
る

Ａ
υ

1,343 1.6

2,040 つ
る

0.0

481 06

1,823 2.2

81,897 100,0

0.0

平成 19年度

A784

4,903

5,774

∠ゝ 512

∠ゝ 329

∠ゝ 329

∠ゝ 29

239

1

4,849

△ 0
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(3)資産運用収益

区 分
平成 19年度

第 2四半期 (上半期)

平成 20年度
第 2四半期 (上半期)

利 眉、及 び 配 当 金 等 収 入

1預 貯 金 利 息

L主里王を利′昇・配当金 686 871

1貸 付 金 利 ′自、

1不 動 産 賃 貸 料

|そ の 他 利 這、配 当 金 0

商 品 有 価 証 券 運 用 益

金 銭 の 信 託 運 用 益

売 買 目的有価証券運用益

有 価 証 券 売 却 益

1国 債 等 債 券 売 却 益 84

1株 式 等 売 去,益 l

|そ の 他

有 価 証 券 償 還 益

金 融 派 生 商 品 収 益

為 替 差 益

そ の 他 運 用 収 益

△
計 804 と,063

(単位 :百万円)

平成 19年度

1,464

1,398

0

191

1

1,657

(4)資産運用費用

区 分
平成 19年度

第 2四半期 (上半期 )
平成 20年度

第 2四半期 (上半期)
支 払 禾〕 息 0 0

商 品 有 価 証 券 運 用 損

金 銭 の 信 託 運 用 損

売買 目的有価証券運用損

有 価 証 券 売 却 損 14 126

1国 債 等 債 券 売 却 損 104

1株 式 等 売 却 損

_却 損

|そ の 他

有 価 証 券 評 価 損 66

1国 債 等 債 券 評 価 損

1株 式 等 評 価 損

1外 国 証 券 評 価 損 66

|そ の 他

有 価 証 券 償 還 損

金 融 派 生 商 品 費 用 49

為 替 差 損

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

貸 付 金 償 却

賃貸用不動産等減価償却費

そ の 他 運 用 費 用 0 0
△

計 64 〔
υ

(単位 :百万円)

平成 19年度

0

100

Ｏ
Ｏ

0

(5)資産運用収支

区 分
平成 19年度

第 2四半期 (上半期 )
平成 20年度

第 2四半期 (上半期)
資 産 運 用 収 支 739 869

(単位 :百万円)

平成 19年度

1,472

フコクしんらい生命保険株式会社



(6)売買目的有価証券の評価損益
該当ありません。

(7)有価証券の時価情報 (売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの)   (単位 :百万円)

区  分
平成 19年度第 2四半期 (上半期)末 平成 20年度第 2四半期 (上半期)末

帳 簿価額 時 価
差損益

うち差益 うち差損
帳 簿価 額 日寺 価

差損益

うち差益 うち差損

期保有 目的の債券 43,282 43,200 ∠ゝ 82 つ
る 404 62,317 63,143 826 899

任準備金対応債券 18,036 18,052 40

会社・関連会社株式

の 他 有 価 証 券 26,876 27,778 901 1,312 410 26,870 27,038 168 776 608

公 社 債 24,215 24, 188 ∠ゝ 26 292 24,643 24,631 ∠ゝ 12 243 256

式 1,858 2,794 936 1,018 Ｏ
Ｏ 1,791 2,033 242 533 290

国  証  券 500 497 ∠ゝ 2 1 133

社 債 500 497 △ 2 1

式 等

の 他 の 証 券 つ
と
（
Ｖ 297 △ 4 （

υ 240 ∠ゝ62

入 金 銭 債 権

渡 性 預 金

の 他

本
計 70,159 70,978 1,638 814 107,223 108,234 1,010 1,732 722

公 社 債 67,498 67,389 ∠ゝ 109 ７
１ 104,997 105,826 829 1.199 370

式 1,858 2,794 ∩
υ 1,018 Ｏ

Ｏ 1,791 2,033 242 290

国  証  券 500 497 △ 2 1 4

社 債 500 497 ∠ゝ 2 1 4 133

式 等

の 他 の 証 券 つ
る 297 △ 4 4 （

υ 240 ∠ゝ 62

入 金 銭 債 権

渡  性  預  金

の 他

フコクしんらい生命保険株式会社



(単位 :百万円)

区   分
平成 19年度末

帳 簿 価 額 日寺 価
差損益

うち差益 うち差損

期 保 有 目 的 の 債 券 44,974 46,257 1,283 1,283 0

任 準 備 金 対 応 債 券

会社 ・ 関連 会社株 式

の 他 有 価 証 券 27,850 28,504 654 1.139 484

社 債 25,558 25,939 532

式 1,789 2,114 325 606 つ
る

国 証 券 ∠ゝ 22

社 債 200 ∠ゝ 22

式 等

の 他 の 証 券 （
υ 273 ∠ゝ29 29

入 金 銭 債 権

渡 性 預 金

そ の 他

△
計 72,825 74,762 1,937 2,422 484

社 債 70,533 72,197 1,664 1,815

式 1,789 2,114 606

国 証 券 ∠ゝ 22 ０
々

社 債 177 ∠と22

式 等

の 他 の 証 券 302 273 ∠ゝ 29 つ
る

入 金 銭 債 権

渡 性 預 金

の 他

(注)本表には、CD(譲 渡性預金)等、金融商品取引法上の有価証券として取り扱うことが適当と認められる
ものを含んでいます。

・時価のない有価証券の帳簿価額は以下のとおりです。

区 分
平成 19年度

第 2四半期 (上半期)末

平成 20年度
第 2四半期 (上半期)末

満 期 保 有 目 的 の 債 券

非 上 場 外 国 債 券

そ の 他

責 任 準 備 金 対 応 債 券

子 会 社 ・ 関 連 会 社 株 式

そ の 他 有 価 証 券 1,068 1,072

非上場国内株式 (店頭売買株式を除く)

業上場外国株式 (店頭売買株式を除く)

非 上 場 外 国 債 券

そ の 他 1,068 1,072

合  計 1,068 1,072

(8)金銭の信託の時価情報
該当ありません。

(単位 :百万円)

平成 19年度末

1,070

1,070

1,070

フコクしんらい生命保険株式会社



4.中間貸借対照表

期 別

科  目

平成 19年度中間会計期間末
(平成 19年 9月 30日 現在 )

平成 20年度中間会計期間末
(平成 20年 9月 30日 現在)

金  額 下写月党歩ヒ 金  額 構 成

'ヒ

券証十面有

(資 産 の 部 )

現 金 及 び 預 貯 金

(う ち 国 債 )

(う ち地 方債 )

(う ち 社 債 )

(う ち 株 式 )

(う ち外国証券 )

貸     付     金
保 険 約 款 貸 付

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

の 他 資 産

延 税 金 資 産

倒  引  当  金

貸

貸

店

険

理

保

代

再

繰

貸

3,882

72,129

(43,318)

(24,153)

(2,794)

( 497)

1,900

1,900

13

150

7

3

1,339

278

Al

49
90 5

24

00
02
00
00
1 7

03
△00

7,006

108,464

(51,841)

(10,110)

(43,033)

( 2,033)

(   133)

2,156

2,156

85

353

3

5

1.429

59
90 8

18

01

03
00
00
12

資 産 の 部 合 計 79,702 100 0 119,504 100 0

(負 債 の 部 )

保 険 契 約 準 備 金

支 払 備 金

責 任 準 備 金

契 約 者 配 当 準 備 金

代   理   店   借
再 保 険 借

そ の 他 負 債

未 払 法 人 税 等

そ の 他 の 負 債

退 職 給 付 引 当 金

役 員 退 職 慰 労 金 引 当 金

特 別 法 上 の 準 備 金

価 格 変 動 準 備 金

繰 延 税 金 負 債

69,935

763

68,537

634

48

42

385

283

102

0

28

109

109

01
01
05

87 7

00
00
01

108,766

605

107,533

626

491

39

2,142

45

2,097

134

134

60

910

04
00
1 8

01

01
負 債 の 部 合 計 70,550 88 5 111.635 93 4

(純 資 産 の 部 )

資     本     金
利  益  剰  余  金
そ の 他 利 益 乗」余 金

繰 越 利 益 乗」余 金

株  主  資  本  合  計
その他有価証券評価差額金

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

101000

Al,422

どゝ1,422

4ゝ 1,422

8,577

575

575

108

07
07

125

△1 8

10,000

A2,238

∠ゝ2,238

A2,238

7,761

107

107

65
01

01

84
△19

純 資 産 の 部 合 計 91152 115 7,868

負債 及 び純 資産の部合計 79,702 100 0 119.504 100 0

(単位 :百万円、%)

平成 19年度末要約貸借対照表
(平成 20年 3月 31日 現在)
金  額 膏子月え

'ヒ

2,966

74,549

(43,730)

( )

(27,184)

(2,114)

(   177)

2,040

2,040

92

302

1

2

1,459

481

36
910

25

01

04
00
00
1 8

06

81,897 100 0

72,029

657

70,691

680

49

36

611

208

403

0

110

110

87 9

01
00
07

Ю
　
一　
封

72,835 88 9

10,000

Al,355

∠ゝ 1,355

どゝ 1,355

8,644

417

417

122

△17

106

05
05

9,061 111

81,897 100 0

フコクしんらい生命保険株式会社



5。 中間損益計算書

期  別

科  目

間

―ヽ
―
ノ

劉叫申

間

　

１

　

３

枷］鉤
萌隠

０

　

２

　

。

脱
醗

金 額 百分比 金  額 百分比

経 常 J又 益 8,298 100 0 44,153 100 0

保 険 料 等 収 入

(う ち 保 険 料 )

資 産 運 用 収 益

(う ち利息及び配当金等収入)

(う ち有価証券売却益 )

そ の 他 経 常 収 益

(

7,459

7,403)

804

718)

85)

34

(

(

89 9

97

04

43,024

( 42,902)

1,063

(    908)

(   154)

65

97 4

24

01

経 常 費 用 7,261 87 5 44,055 99 8

保 険 金 等 支 払 金

(う ち 保 険 金 )

(う ち 年 金 )

(う ち 給 付 金 )

(う ち 解 約 返 戻 金 )

(う ちその他返 戻金 )

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

支 払 備 金 繰 入 額

責 任 準 備 金 繰 入 額

契約者配当企積立利′自、繰入額

資  産  運  用  費  用

(う ち 支 払 利 虐、 )

(う ち有価証券 売却損 )

(う ち有価 証券評価損 )

(う ち金融派生商品費用 )

事
　
そ

業 費

の 他 経 常 費 用

3,327

(1,359)

(  33)

( 316)

( 1,491)

(  14)

2.490

45

2,445

0

64

(     0)

(  14)

(       

―― ― ―

)

(  49)

1,263

115

40 1

30 0

152

14

3,540

1,034)

41)

357)

1,980)

14)

36,842

(

(

(

(

(

36,842

0

193

(       0)

(    126)

(     66)

(         
――――
)

3,255

223

83 4

04

74

05

経 常
一本

益 11036 125

特
甲
刀 不1 益

そ の 他 特 別 利 益

一　

一

一　

一

一　

一

一　

一

特   別   損   失

事 業 再 編 費 用

固 定 資 産 等 処 分 損

特別法上の準備金繰入額

価格変動準備金繰入額

‐ ７

　

一　

　

一
　

‐７

　

・７

24

24

24

01

契 約者 配 当準 備 金 繰 入額
（
Ｖ

税 引 前 中 間 純 利 益 794 △132 △03

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 調 整 額
刀
■

中 間 純
一本 益 A882 △20

(注)*1 平成 19年度要約損益計算書の税引前中間純利益は、税引前当期純利益を示しております。
*2 平成 19年度要約損益計算書の中間純利益は、道期純利益を示しております。

(単位 :百万円、%)

”鴎
金 額 百分比

17.289 100 0

(

15,471

15,406)

1,657

1,464)

192)

160

(

(

89 5

96

（
Ｖ

15,233 88 1

7,374

(  3,033)

(     98)

(  715)

(  3,243)

(     49)

4,599

4,598

0

185

(      0)

(    100)

(         

―― ― ―

)

(  83)

2,860

214

42 7

26 6

165

12

2,055 119

00

0,0

642

622

2

17

17

557

* 刊  856

A65 △04

*2  554
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株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

利益

剰余金

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等

合計

その他利益

乗J余金

繰越利益

茶」余金

直前事業年度末残高 10,000 ∠ゝ 1,910 81089 720 8,810

中間会計期間中の変動額

中間純利益 487

株主資本以外の項 目の中間

会計期間中の変動額 (純額 )
A145 どゝ 145 どゝ 145

中間会計期間中の変動額合計 487 △ 145 どゝ 145

中間会計期間末残高 10,000 ど＼1,422 8,577 575 575 9,152

6.中間株主資本等変動計算書

平成 19年度中間会計期間 (平成 19年 4月 1日 から平成 19年 9月 30日 まで)

平成 20年度中間会計期間 (平成 20年 4月 1日 から平成 20年 9月 30日 まで)

平成 19年度 (平成 19年 4月 1日 から平成 20年 3月 31日 まで)

(単位 :百万円)

(単位 :百万円)

(単位 :百万円)

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

利益

剰余金

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等

合計

その他利益

剰余金

繰越利益

剰余金

直前事業年度末残高 10,000 ∠ゝ 1,355 8,644 9,061

中間会計期間中の変動額

中間純利益 どゝ 882 △ 882 △ 882

株主資本以外の項 目の中間

会計期間中の変動額 (純額 )
△310 A310 A310

中間会計期間中の変動額合計 ∠【882 ∠ゝ 882 △ 310 ど【310 △ と,193

中間会計期間末残高 10,000 ∠ゝ 2,238 7,761 7,868

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
資本金

利益

剰余金

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等

合計

その他利益

剰余金

繰越利益

剰余金

前事業年度末残高 10,000 ∠ゝ 1,910 8,089 720 720 8,810

当事業年度変動額

当期純利益

株主資本以外の項 目の当事

業年度変動額 (純額 )
A302 どこ302 ∠ゝ 302

当事業年度変動額合計 554 554 △ 302 ∠ゝ 302

当事業年度末残高 10,000 ∠低1,355 8,644 9,061

10 フコクしんらい生命保険株式会社



注 記 事 項

(中間貸借対照表関係)

平成 20年度中間会計期間末
1.会計方針に関する事項

(1)有価証券の評価基準及び評価方法

有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法 (定額法 )、「保険業に

おける「責任準備金対応債券」に関する当面の会計上及び監査上の取扱い」(日 本公認会計士協会業種別監

査委員会報告第21号)に基づく責任準備金対応債券については移動平均法による償却原価法 (定額法)、 そ
の他有価証券のうち時価のあるものについては、9月 末日の市場価格等に基づく時価法(売却原価の算定は

移動平均法)、 時価のないものについては、取得差額が金利調整差額と認められる公社債 (外国債券を含む)

については移動平均法による償去,原価法 (定額法)、 それ以外の有価証券については移動平均法による原価

法によつております。

なお、その他有価証券の評価差額については、全部純資産直入法により処理しております。

(2)デリバティブ取引の評価基準及び評価方法

デリバティブ取引の評価は時価法によつております。

(3)有形固定資産の減価償却の方法

有形固定資産の減価償去,の方法は、それぞれ次の方法により年間見積額を期間により按分し計上しており

ます。なお、リース資産の残高はありません。

・建物

定額法によっております。

・建物以外

①平成 19年 3月 31日 以前に取得したもの

旧定率法によつております。

②平成19年 4月 1日 以降に取得したもの

定率法によつております。

なお、その他の有形固定資産のうち取得価額が10万円以上20万円未満のものについては、3年間で均等
償却を行つております。

(4)無形固定資産の減価償却の方法

無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアについては、利用可能期間に基づく定額法により行つ

ております。なお、リース資産の残高はありません。

(5)外貨建資産等の本邦通貨への換算基準

外貨建資産等は、9月 末日の為替相場により円換算しております。

(6)引 当金の計上方法

①貸倒引当金

貸倒引当金は、資産の自己査定基準および償却・引当基準に則り、個別に債務者の支払能力を総合的に勘

案し必要と認める額を計上しております。

すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、関連部署が資産査定を実施し、当該部署から独立した資

産監査部署が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて引当を行うこととしております。なお、当期

末残高はありません。

(7)価格変動準備金の計上方法

価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算出した額を計上しております。

(8)消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、事業費は税込方式によつており

ます。なお、資産にかかる控除対象外消費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、前払費用に

計上し5年間で均等償却し、繰延消費税等以外のものについては、当中間期に費用処理しております。

(9)責任準備金の積立方法

責任準備金は、保険業法第116条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については次の方式により

計算しております。

① 標準責任準備金の対象契約については、金融庁長官が定める方式 (平成8年大蔵省告示第48号 )

② 標準責任準備金の対象とならない契約については、平準純保険料式

フコクしんらい生命保険株式会社



平成 20年度中間会計期間末
2.有形固定資産の減価償去「累計額は56百万円であります。
3.契約者配当準備金の異動状況は次のとおりであります。

イ.前年度末現在高        680百 万円
口.当 中間期契約者配当金支払額  260百 万円
ハ.利息による増加等        O百 万円

二.契約者配当準備金繰入額    206百 万円
ホ.当 中間期末現在高       626百 万円
4.担保に供されている資産の額は、有価証券50百万円であります。
5,保険業法施行規則第 71条第 1項に規定する再保険を付した部分に相当する責任準備金 (以下「出再責任
準備金」という。)の金額は25百万円であります。

なお、同規則第 73条第 3項において準用する同規則第 71条第 1項に規定する再保険を付した部分に相
当する支払備金 (以下「出再支払備金」という。)の金額は、該当ありません。

6.1株当たりの純資産額は 39,343円 40銭であります。
7.外貨建資産の額は、1百万円であります。(外貨建 O百万米ドル)
8.保険業法第 259条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当中間期末における当社の今後の負
担見積額は223百万円であります。なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理しております。

(中間損益計算書関係 )

平成 20年度中間会計期間
1.有価証券売却益の内訳は、国債等債券154百万円であります。
2.有価証券売去,損の内訳は、国債等債券104百万円、株式等22百万円であります。
3.有価証券評価損の内訳は、外国証券66百万円であります。
4。 支払備金戻入額の計算上、差し引かれた出再支払備金戻入額の金額は30百万円、責任準備金繰入額
の計算上、足し上げられた出再責任準備金戻入額の金額は76百万円であります。
5.利益及び配当金等収入の内訳は、以下のとおりであります。
有価証券利息・配当金  871百万円
貸 付 金 利  息   86百 万円
そ の他 利 息 配 当金   O百 万円

計       908百 万円
6.1株当たりの中間純損失の金額は、4,414円 57銭であります。

(中間株主資本等変動計算書関係 )

平成 20年度中間会計期間

発行済株式の種類及び総数に関する事項

(単位 :株 )

前期末

株式数

当中間期

増加株式数

当中間期

減少株式数

当中間期末

株式数

発行済株式

普通株式 200, OOO 200, 000
合計 200, 000 200, 000
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平成 19年度
第2四半期 (上半期)

平成 20年度
第 2四半期 (上半期)

基 礎 利 益       A ∩
ソ 138

キ ャ ピタル収益 85 154

金銭の信託運用益

売買目的有価証券運用益

有価証券売却益

金融派生商品収益

為替差益

その他キャピタル収益

一
　

８ ５

　

一
　

一
　

一

一
　

５４

　

一
　

一
　

一

キ ャ ピタル費用 64 ∩
ソ

金銭の信託運用損

売買目的有価証券運用損

有価証券売却損

有価証券評価損

金融派生商品費用

為替差損

その他キャピタル費用

14

49

一
　

一
　

２６

６６

　

一
　

一
　

一

キャピタル損益         B つ
る ∠ゝ 38

キャピタル損益含み基礎利益 A+B 953 99

臨時 反益
Ｏ
Ｏ

再保険収入

危険準備金戻入額

その他臨時収益

88
一　
一　
一

臨時 尊用 1

再保 険料

危険準備金繰入額

個別貸倒引当金繰入額

特定海外債権引当勘定繰入額

貸付金償却

その他臨時費用

一
　

１

　

一

　

一

　

一

　

一

臨時損益           C Ｏ
Ｏ △ 1

経常利益       A+B tt C 1,036 98

経 常利 益 等 の 明細 (基 礎 利 益 )

(参考)基礎利益の内訳 (三利源 )

区 分
平成 19年度
第2四半期 (上半期

平成 20年度
第 2四 半期 (上半期

基礎利益 (①十②+③ ) ∩
ソ 138

① 費差 つ
る ∠ゝ  808

② 危険差 の
る
Ｏ
Ｏ 837

③ 不可差 82 108

(単位 :百万円)

平成 19年度

1,903

△   238

1,957

184

(注)1「費差損益Jは想定した事業費と実際に支出した事業費等の額との差から生じる利益 (△は損)です。
2「危険差損益」は想定した保険金・給付金と実際に発生した支払額との差から生じる利益 (△は損)です。
3「利差損益」は想定した運用収益と実際の運用収益との差から生じる利益 (△は逆ざや)です。

(単位 :百万円)

平成 19年度

1,903

192

192

184

100

83

7

1,911

144

144

144

2,055
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8.債務者区分による債権の状況

区 分
平成 19年度

第 2四半期 (上半期)末

平成 20年度

第 2四 半期 (上半期)末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

小計

(対合計比) ( ―  ) ( ―  )

正常債権 1,923 ９

留 184

合計 1,923 ９

留 184

(単位 :百万円、%)

平成 19年度末

( ―  )

2,066

2,066

(注)11破 産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始又は再生手続開始の申立て等の
事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
2.危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従
った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。
3.要管理債権とは、 3カ 月以上延滞貸付金及び条件緩和貸付金です。なお、 3カ月以上延滞貸付金とは、元
本又は利息の支払が、約定支払日の翌日から3カ 月以上遅延している貸付金 (注 1及び 2に掲げる債権を除
く。)、 条件緩和貸付金とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利′留、の支払
猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金 (注 1及び 2に掲げる
債権並びに 3カ月以上延滞貸付金を除く。)です。
4.正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、注 1から3ま でに掲げる債
権以外のものに区分される債権です。

9.リ スク管理債権の状況

該当ありません。
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10。 ソルベンシー・マージン比率

項 目

平成 19年度

第 2四半期

(上半期)末

平成 20年度
第 2四 半期

(上半期)末

ソルベンシー ロマージン総額  (A) 14,475 13,021

資本金等 8,478 7,864

価格変動準備金 109 134

危険準備金 1,025 967

一般貸倒引当金

その他有価証券の評価差額×90%
(マイナスの場合 100%)

811 151

土地の含み損益 X85%(マ イナスの場合 100%)

全期チルメル式責任準備金相当額超過額 3,553

持込資本金等

負債性資本調達手段等

控除項目

その他 4,050 350

リスクの合計額

ね +R8ア +は2+R3+R7ア +尺4(B)
1,170 1.272

保険リスク相当額       Rl 709 632

第三分野保険の保険リスク相当額 R8 138 130

予定利率リスク相当額      R2 43 49

資産運用リスクオロ当額       R3 698 904

経営管理リスク相当額      R4 刀
仕 51

最低保証リスク相当額      R7

ソルベンシー・マージン比率

(A)   x可
。。

(1/2)X(B)

2,473.8% 2,046.90/0

(単位 :百万円)

平成 19年度末

14.292

8,644

110

965

589

3,632

350

1,097

642

132

43

669

44

2,604.80/0

(注)上記は、保険業法施行規則第 86条、第 87条、第 161条 、第 162条及び第 190条 、平成 8年大蔵省
告示第 50号の規定に基づいて算出しています (「全期チルメル式責任準備金相当額超過額」は告示第 50号
第 1条第 3頂第 1号に基づいて算出しています)。

11.特 別勘定の状況

該当ありません。

12.保 険会社及びその子会社等の状況

該当ありません。

(参考)証券化商品等への投資及びサブプライム関連投資の状況

該当ありません。
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早イ立:千イ年、 億円

区分

平成 20年度
第 2四半期会計期間

イ牛 数

金  額

新契約
転換による

純増力日

個 人 保 険 2 146 146

個 人 年 金 保 険 6 225 225

団 体 保 険 3 3

(参考)第 2四半期会計期間の業績

。新契約高

。新契約年換算保険料 ・主要収支項目

(単位 :百万円)

区  分
平成 20年度
第 2四半期会計期間

個 人 保 険 387

個 人 年 金 保 険 1,987

塗
匡 計 2,375

うち医療保障・

生前給付保障等
28

・資産の増減 (一般勘定)

(単位 :百万円)

区 分
平成 20年度
第 2四半期会計期間

現 預 金 ・ コールローン 2,720

貿 現 先 勘 定

債券貸借取引支払保証金

買 入 金 銭 債 権

商 品 有 価 証 券

金 銭 の 信 託

有 価 証 券 22,091

公 社 債 22,435

株 式 ∠＼298

外 国 証 券 ∠ゝ 28

公 社 債 ∠ゝ 28

株 式 等

そ の 他 の 証 券 ∠ゝ22

貸 付 金 69

不 動 産 0

繰 延 税 金 資 産

そ の 他 ∠ゝ 33

貸 倒 号 当 金

△
計 24,848

|う ち 外 貨 建 資 産 0

(注 )「不動産」については土地・建物・建設仮勘定を合計した金額を計上しております。

(単位 :百万円)

区  分
平成 20年度
第 2四半期会計期間

保 険 料 等 収 入 26,781

資 産 運 用 収 益 533

保 険 金 等 支 払 金 1,722

資 産 運 用 費 用

経 常 禾」 益 △ 117

契約者配当準備金繰入額 143

当 期 純 禾! 益 ∠ゝ 80
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(単位 :百万円)

区 分
平成 20年度
第 2四半期会計期間

禾J ∃、及 び 配 当 金 等 収 入 Ｏ
Ｏ
刀
仕

預 貯 金 利 息

有価証券利息 。配当金 466

貸 付 金 利 ′自、 18

不 動 産 賃 貸 料

そ の 他 利 息 配 当 金 0

商 品 有 価 証 券 運 用 益

金 銭 の 信 託 運 用 益

売 買 目的有価 証 券 運用益

有 価 証 券 売 却 益 48

国 債 等 債 券 売 却 益 48

株 式 等 売 却 益

外 国 証 券 売 却 益

そ の 他

有 価 証 券 償 還 益

金 融 派 生 商 品 収 益

為 替 差 益

そ の 他 運 用 収 益

△
計

Ｆ
υ

資産運用収益 (一般勘定)

・資産運用費用 (一般勘定)

資産運用収支 (一般勘定)

区 分

(単位 :百万円)

区 分
平成 20年度
第 2四半期会計期間

支 払 禾J 息 0

商 品 有 価 証 券 運 用 損

金 銭 の 信 託 運 用 損

売買 目的有価証券運用損

有 面 証 券 売 却 損 48

国債 等 債 券 売 去Ⅱ損 26

株 式 等 売 却 損 つ
ね
０
る

外 国 証 券 売 却 損

そ の 他

有 面 証 券 評 価 損 66

国債 等 債 券 評 価 損

株 式 等 評 価 損

外 国 証 券 評 価 損 66

そ の 他

有 価 証 券 償 還 損

金 融 派 生 商 品 費 用

為 替 差 損

貸 倒 引 当 金 繰 入 額

貸 付 金 償 去日

賃貸用不動産等減価償却費

そ の 他 運 用 費 用
ハ

計

(単位 :百万円)
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・損益計算書
(単位 :百万円、%)

期 別

科  目

間

「
―

ツ

鴨
料
］
”隠
金 額 百分比

経 常 J又 益 27,320 100 0

保 険 料 等 収 入

(う  ち 保 険 料 )

資 産 運 用 収 益

(う ち利息及び配当金等収入)

(う ち有価証券売去口益 )

そ の 他 経 常 収 益

(

26,781

26,774)

533

485)

48)

5

(

(

98 0

20

経 常 費 用 27,437 100 4

保 険 金 等 支 払 金

(う ち 保 険 金 )

(う ち 年 金 )

(う ち 給 付 金 )

(う ち 解 約 返 戻 企 )

(う ちその他 返 戻金 )

責 任 準 備 金 等 繰 入 額

支 払 備 金 繰 入 額

責 任 準 備 金 繰 入 額

契約者配当金積立利′自、繰入額

資  産  運  用  費  用

(う ち 支 払 利 虐、 )

(う ち有価 証券 売却損 )

(う ち有価 証券評 価損 )

事
　
そ

業 費

の 他 経 常 費 用

1,722

(    383)

(     25)

(    187)

(  1,059)

(      0)

23,625

98

23,526

0

115

(      0)

(     48)

(     66)

1,845

128

86 5

04

68

05

経 常 不! 益 △117 △04

特
甲
刀 損 失

特別法上の準備金繰入額

価格変動準備金繰入額

４

　

４

　

４

契約 者配 当準備 金 繰 入額
Л
付

税 引 前 中 間 純 利 益 A265 △ 1.0

法 人 税 及 び 住 民 税 △184 △07

中 間 純 不! 益 A80 △03
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(単位 :百万円)

平成 20年度
第 2四半期会計期間

基 礎 利 益              A ∠＼86

キャピタ川収益 48

金銭の信託運用益

売買目的有価証券運用益

有価証券売却益

金融派生商品収益

為替差益

その他キャピタル収益

一
　

４８

　

一
　

一
　

一

キヤピタノ/費用 115

金銭の信託運用損

売買目的有価証券運用損

有価証券売却損

有価証券評価損

金融派生商品費用

為替差損

その他キャピタル費用

一
　

一
　

４８

６６

　

一
　

一
　

一

キャピタル損益          B ∠ゝ 67

キャピタル損益含み基礎利益   A tt B ∠【104

臨時収益

再保険収入

危険準備金戻入額

その他臨時収益

一　

一　

一

臨時費用 13

再保 険料

危険準備金繰入額

個別貸倒引当金繰入額

特定海外債権引当勘定繰入額

貸付金償却

その他臨時費用

一
　

‐ ３

　

一
　

一
　

一
　

一

臨時損益             C △ 13

経常利益          A tt B tt C △ 117

。経常利益等の明細 (基礎利益 )

(参考)基礎利益の内訳 (単位 :百万円)

区 分
平成 20年度
第 2四半期会計期間

基礎利益 (① +②十③) ∠ゝ   86

l①
費差損益 ∠＼ 451

l②
危険差損益 372

l③利差損益
つ
ね
刀
仕

(注)1.「費差損益」は想定した事業費と実際に支出した事業費等の額との差から生じる利益 (△は損)です。
2「危険差損益Jは想定した保険金・給付金と実際に発生した支払額との差から生じる利益 (△は損)です。
3.「利差損益」は想定した運用収益と実際の運用収益との差から生じる利益 (△は逆ざや)です。

以上
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